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人間の頭部にある大きな筋肉の一つで、主に咀嚼（そしゃく、すなわち噛
む動作）に関与しています。この筋肉は側頭部、つまり頭の側面に位置し、
側頭骨の側頭窩から始まり、下顎骨の角や関節突起に付着しています。

側頭筋の主な機能は、下顎を上げて閉じる動作です。これにより、
食べ物を噛む際に必要な力を提供します。また、側頭筋は下顎を引
き上げることにより、発話時の口の動きにも関与しています。

側頭筋は咀嚼筋群の一部であり、日常生活において頻繁に使
用される筋肉です。この筋肉が過度に緊張すると、頭痛や顎
関節症などの症状を引き起こすことがあります。また、側頭
筋の弱化や機能障害は、噛む力の低下や顎の動きの問題に
つながる可能性があります。

健康や美容の観点から、側頭筋の適切なケアやトレーニン
グが重要であり、特に顎関節症の予防や治療において、こ
の筋肉の状態を考慮することがあります。また、側頭筋の
状態は、顔の外観にも影響を与えることがあります。

人間の顔にある筋肉の一つで、特に咀嚼
（すなわち、噛む動作）に重要な役割を果たします。
この筋肉は顎の筋肉群の中で最も強力なものの一
つで、主に頬の部分に位置しています。

咬筋は、頬骨の下端から始まり、下顎骨の外側面に
沿って下方に伸びています。この筋肉の主な機能は、
下顎を上げることによって口を閉じる動作と、噛む
力を提供することです。これにより、食べ物を効率
的に噛み砕くことができます。

咬筋は咀嚼に不可欠な筋肉であり、日常生活で頻繁に
使用されます。この筋肉が過剰に発達したり緊張し
たりすると、顎関節症や顎の痛み、頭痛などの原因
となることがあります。また、咬筋の慢性的な緊張
は歯ぎしりや食いしばりの原因となることもありま
す。

咬筋の健康は、噛む機能や顔の外観にも大きな影響
を与えます。美容医療の分野では、咬筋を緩和する
ことで顔の形を変えたり、顎の緊張を和らげたりす
る治療が行われることがあります。また、噛む力
のバランスを整えるために、この筋肉の状態を評
価し、適切にケアすることが重要です。
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